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移住者 side 

 

【西条市】野満育朗さんと山之内良文さん 

「ここは空間が広い。空気がたくさん吸える場所」(山之内さん) 

 
棚田の一番上に立つと、住宅街とその先の瀬戸内海まで

を見渡すことができる。山から流れ出た水が人々の生活を潤

し、豊かな海を育むことがよくわかる場所だ。西条市安用。

大阪から移住した野満育朗さんはこの場所で、自然農法に

よる「まんがら農園」を運営している。 

6月 20日、棚田で田植えが行われた。地域の住民や子

どもらが裸足で田んぼに入り、手で苗を植える。この翌日、野

満さんは移住から 12年目を迎えた。 

 

野満育朗(のみつ・いくお)さん。熊本県出身。大学卒業後、

大阪府で働き、自然農法による就農を目指して平成 16 年に

東予市(現西条市)に移住。100 種類以上の野菜、10 種

類以上の米（古代米）を栽培し全国に発送している。 

西条市移住サポーターとして空き家体験ツアーや、移住希

望者からの相談、空き家の紹介も行っている。 

 

えひめ移住者 Special Interview！ 

 だから、私は愛媛
こ こ

にいる Vol.４  
                      2016.Juｌｙ 

20 年前に U ターンした山之内さん㊥、12 年前に移住した野満さん㊧とこの春移住した松本さん㊨ 

移住ってなんだろう。引越しとも転職とも、何かが少し違う。その違いは、人とのかかわりなのかもしれない。 

新しい土地に飛び込んだ人たちと話をすると、地元で暮らしをサポートした人たちの姿が見えてくる。 

同じ土地で暮らす「先輩」と「後輩」 

それぞれの視点から、移住を見てみたい。そんな思いから、移住者を尋ねて、こう聴くことにした。 

「あなたの愛媛暮らしを支え、応援してくれた人はいますか」 
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■自然農法での就農を目指し移住 

 平成16年、大阪府で電気工事の仕事に就いていた野満

さんは自然農法による農業を目指し、移住先を探していた。

条件は、自宅から歩いて行ける範囲に田んぼがあること、冬

場でも農作業ができること、鳥獣害被害が少ないことの３

つ。自身の出身地である熊本県と大阪の間で候補地を渡り

歩いたが、なかなか条件に合う土地が見つからない。そんな

なかで訪れたのが、愛媛県丹原町(現西条市)の有機農

家、西川則考さんが運営する「ちろりん農園」だった。 

偶然、西川さんのもとに、隣接する東予市(現西条市)に

ある空き家と農地の借り手を探してほしいという依頼が舞い

込んでいたところ。物件から田んぼまでは歩ける距離で、温

暖な瀬戸内地域では冬に雪が降ることは少ない。理想的な

場所に思えたが、築70年で 20年近く人が住んでいない空

き家を見て尻込みした。 

だが、妻はトイレは汲み取りで、風呂も使えない空き家を

一目で気に入り、こう言った。「育朗くん、ここを何とかしてよ」 

■移住 12 年「いいところに来た」 

 移住前の１年間、大阪の農業塾に通って自然農法の知

識を学んだが「塾で教わることはあくまでも、原則。現実は甘

くなかった」。塾では、虫は雑草だけを食べると教わったが、実

際には出荷するはずの農作物にも遠慮なく“手”をつけた。植

物は水を求めて根を広げるので、水を与えなくてもかまわない

という教えを実践したところ、夏の干ばつで枯れた。。 

地域の有機農業研究会に参加し、先輩農家に教えを乞

うた。農機具に頼りたくないと考え、初めは大家から譲り受け

た農機具をすべて手放したが、作業効率を考え、再び同じ

農機具を買い揃えることになった。試行錯誤を繰り返し、独

自の農法を確立できたのは就農から 10 年が経ってから。現

在は約 100 種類の野菜と 10 種類以上の古代米を栽培

し、全国に発送している。 

 移住から今年で 12 年。ぼろぼろだった空き家は DIY を中

心に改修を終え、夫婦２人だった家族には２人の息子が増

えた。偶然めぐりあった場所だったが、住むにつれて「いいところ

に来た」と思うようになった。２軒でため池を共有するため、雨

の少ない瀬戸内地域でも水に困らない。田んぼは長年、手

入れがされず草におおわれていたからこそ、残留農薬を気に

することがなかった。棚田の一番上に田んぼがまとまり、周囲

の農薬に影響されず自然農法に取り組むことができた。 

そして、何より「出会う人の人柄がよかった」 

 

 

■人が人を呼ぶ移住 新たな就農希望者も 

 空き家を改修し風呂が使えるようになるまでの期間は、隣

の家に風呂を借りに行ったが、湯上りに夕食が用意されてい

ることも少なくなかった。大家が投稿した「移住した若い夫婦

がすてきな生活を送っている」という記事が、新聞に掲載さ

れたこともある。空き家の改修や農作業に使う資材も、地

域の人から提供されたものがほとんどだ。 

 大阪のホームセンターで、西条では身近にあふれている稲

わらや建材が売られている様子を見たときに、「都会ではお

金がなければ何もできないけど、田舎には、お金が介在しな

いやり取りがたくさんある」と感じた。 

今年の春、１人の若者が農業を志し、野満さんの元を

訪ねた。東京の移住セミナーで講師をした際に出会った、松

本光司さんだ。里山の風景を一目で気に入り、研修を願い

出た。野満さん宅の倉庫に住み込み、自然農法のノウハウ

を学んでいる。そして、西条市内の空き家を購入し、定住を

決めた。 

人が人を呼び、人の力で移住生活を支える。西条の移

住の輪は、さらなる広がりを見せようとしている。 

田んぼで田植えをする野満育朗さん(上)。築 70 年の空き家を改装し

た自宅(下左)と市街地と瀬戸内海までを一望できる棚田(下右) 
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■田舎を捨てた世代の子どもが起こす“反乱” 

 現在は野満さんとともに、西条市の移住サポーターとして

活動する。県内でも有数の農業地域である西条市には、

新規就農を目指す移住希望者が多く訪れる。 

 50 年前、自分や同世代の農家のせがれは、農業には夢

がないと都会に出た。いま、都会で育った若者が地方に移

住し、昔ながらの農機具を使って農業をしたいというのは、

「田舎を捨てた世代の子どもたちが、静かな反乱を起こして

いる」と感じている。 

 担い手の減る農業で、都会からの移住者は貴重な後継

者候補だが、「移住したからといって、一生、農業をする必

要もない」と言い切る。定住、人口増加という、移住につき

もののキーワードは「行政の考え方」なのだという。では、移

住サポーターとして、どのような姿勢で臨んでいるのか。 

 「移住希望者のなかには、都会で人生に行き詰っている

人もいるだろう。そういう人に、違う時間、違う生き方がある

ことを伝えたい。人生で必要な期間だけ、田舎で農業をす

る。それでいいじゃない」 

 そして、こう続けた。 

「少なくとも、ここは空間が広い。都会に比べて、空気が

たくさん吸えるんよ」 

■田舎の家は宝の山  

 「農業のことなんか教えとらん。むしろ、僕の方が助けても

らったんよ」。西条市丹原町の農家、山之内良文さんはこ

う言って豪快に笑う。 

 内の自然農家、野満育朗さんと出会ったのは 12 年

前。松山市の空き家の解体現場だった。家主から、解体

で出る家具や廃材を自由に持ち帰って良いと声をかけら

れたのだ。空き家を改修しながら暮らし、風呂用のボイラ

ーの取り外しに奮闘した野満さんに自宅の風呂を貸したこ

とが、交流の始まりだった。 

 太陽熱温水器、便座、梅をつけるためのカメ、ガラス製

の植物用ハウスを作るための廃ガラス。野満さんが求める

ものの多くは、山之内さん宅の倉庫で見つかった。以前、

自宅で使っていたり、解体する空き家から譲り受けたりした

ものたちで、求められれば無償で提供した。 

「日本には物があふれている。特に田舎の家は有効活

用できるものの山。捨てられるはずのものも、必要とする人

にマッチングできればいい循環が生まれる」と考えるからだ。 

 ■減農薬から無農薬へ 販路支えた移住者 

 丹原町(現西条市)の農家に生まれたが、18 歳で家を

出た。土地に縛られる農業がいやで、都会に夢を求めた。 

世界 80 カ国をまわり、実家に戻って農業を継いだのは今

から 20 年前のこと。一から農業を勉強し、梅やキウイフル

ーツなどの果樹栽培に取り組んだが、梅の栽培過程で何

度も農薬をふりかける作業に疑問を感じるようになった。

「健康食品として重宝される梅なのに…」 

 農薬を使わない作物は見た目が悪く、農協では引き取

ってもらえないため、農薬を減らす減農薬に取り組んだが、

消費者には響かなかった。３年間減農薬に取り組んだ結

果、無農薬に移行。だが、地方で無農薬作物のニーズは

それほど高くなく、販路開拓に苦戦していた。そんなときに

出会ったのが野満さんだった。 

 野満さんは大阪時代の知人で、無農薬野菜に興味の

ある人たちに山之内さんの梅を紹介した。反応は驚くほど

良く、農協では10キロ 500円でしか買ってもらえなかった

梅が 10 キロ 3000 円で売れた。現在、野満さんが発送

する無農薬野菜の定期便には、定期的に山之内さんの

栽培した果物が入れられている。 

 

 
地元 side 

山之内良文（やまのうち・よしふみ）さん。丹原町(現西条市)

出身。農家に生まれたが18歳で地元を離れ、世界80カ国を

旅する。両親の高齢化などを理由に U ターンし、就農。現在

は無農薬で果樹を栽培する“自然派農園”愚禿山（ぐとくさん）

を運営。西条市移住サポーター。 

「ここは空間が広い。空気がたくさん吸える」と話す山之内良文さん 
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西条市 

愛媛県東予地方にあり、西日本最高峰の石鎚山のふもとに位置する。市中心部では「う

ちぬき」と呼ばれる地下水が自噴する水の都。平成 16 年に西条市、東予市、小松町、丹

原町が合併し、新生西条市が誕生した。農業も盛んで、皮ごと食べられる「絹かわなす」

やサトイモ「伊予美人」などで知られる。 

 


